
                              

                       

 

 

阪
神
電
車
深
江
駅
か
ら
南
西
に
五
分
ほ

ど
歩
く
と
、
「
踊
り
松
の
碑
」
と
書
か
れ

た
石
碑
が
あ
り
ま
す
。 

か
つ
て
こ
の
あ
た
り
は
砂
浜
で
し
た
。

江
戸
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
『
摂
津
名
所
図

会
』
に
は
「
芦
屋
浦 

踊
松
」
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。
言
い
伝
え
に
よ
る
と
、
昔
、
洪

水
が
起
こ
り
、
森
の
稲
荷
神
社
の
神
さ
ま

が
流
さ
れ
、
深
江
の
松
の
元
に
流
れ
着
き

ま
し
た
。
知
ら
せ
を
聞
い
た
森
の
村
人
は
、

麦
の
収
穫
期
だ
っ
た
の
で
麦
搗
き
の
杵
を

持
っ
た
ま
ま
松
の
周
囲
に
集
ま
り
、
踊
り

ま
わ
っ
て
神
さ
ま
を
迎
え
、
神
社
に
帰
り

ま
し
た
。
こ
の
時
か
ら
、
毎
年
卯
月
卯
日

の
卯
の
葉
祭
り(

現
在
は
五
月
初
め)

に
氏

子
た
ち
が
松
の
ま
わ
り
で
杵
を
担
い
で
神

迎
え
の
踊
り
を
す
る
風
習
が
で
き
、
松
を

踊
り
松
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。 

森
の
稲
荷
神
社
は
深
江
駅
の
東
の
稲
荷

筋
を
北
へ
約
一
キ
ロ
の
場
所
に
あ
り
ま
す
。

奈
良
時
代
初
め
に
深
江
の
浦
に
流
れ
着
い

た
神
を
祀
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

明
治
時
代
末
ま
で
踊
り
松
は
森
の
稲
荷
の

お
旅
所
と
し
て
、
祭
り
の
日
に
は
神
輿
の

お
渡
り
が
あ
り
ま
し
た
が
、
大
正
時
代
に

お
旅
所
は
深
江
の
大
日
霊
女
神
社
の
境
内

に
移
さ
れ
、
や
が
て
松
も
姿
を
消
し
ま
し

た
。 

参
考
：
『
東
灘
歴
史
散
歩
』
『
神
戸
の
伝
説
』
ほ
か 

ＫＯＢＥの本棚 
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つ 

お

お

ひ

る

め 

踊り松の碑（東灘区） 

う
づ
き
う
の
ひ 

み
こ
し 

踊
り
松 

『攝津名所圖會』巻七 



―― 新しく入った本 ―― Hassojitz 

総
合
商
社
双
日
―
未
来
を
創

造
し
た
先
駆
者
た
ち 

第
一
巻
～ 

双
日 

す
ず
き
ん
か
り
お
画
（
双
日
） 

明
治
・
大
正
期
の
産
業
革
命
を
第
一

線
で
支
え
た
鈴
木
商
店
、
岩
井
商
店
、

日
本
綿
花
の
三
社
を
源
流
と
す
る
総
合

商
社
、
双
日
の
歴
史
を
漫
画
で
た
ど
る
。 

鈴
木
商
店
の
金
子
直
吉
と
岩
井
商
店

の
岩
井
勝
次
郎
は
、
開
港
間
も
な
い
神

戸
の
外
国
人
居
留
地
で
日
本
の
地
位
の

低
さ
を
痛
感
し
、
樟
脳
や
砂
糖
、
製
鉄

な
ど
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
い
く
。

五
代
友
厚
を
は
じ
め
大
阪
の
実
業
家
ら

は
紡
績
業
に
着
目
し
、
日
本
人
に
よ
る

綿
花
調
達
を
目
指
し
た
。 

行
動
力
や
情
熱
で
周
囲
の
人
を
惹
き

つ
け
、
日
本
の
近
代
化
を
牽
引
し
た
先

駆
者
た
ち
の
姿
が
描
か
れ
る
。 

           

兵
庫
県
小
字
名
集Ⅵ

 

神
戸
・
阪
神
間
編

神
戸
史
学
会
編
（
神
文
書
院
） 

字
は
市
町
村
の
中
の
小
さ
い
区
域
の

名
称
で
あ
る
。
地
名
に
は
そ
の
土
地
の

歴
史
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
地
理
や
郷
土

史
研
究
に
は
不
可
欠
で
あ
る
。
小
字
は

大
字
よ
り
区
域
が
狭
い
た
め
、
そ
の
分
、

生
活
に
根
差
し
た
も
の
が
多
い
。
本
書

は
市
町
別
の
大
字
に
小
字
の
表
記
と
読

み
仮
名
を
列
記
し
、
典
拠
資
料
と
索
引

を
付
す
。
な
お
、
本
編
で
『
兵
庫
県
小

字
名
集
』
は
完
結
す
る
。
巻
頭
に
は
先

行
す
る
小
字
研
究
や
、
三
十
年
の
長
き

に
わ
た
る
刊
行
に
つ
い
て
、
編
者
な
ら

で
は
の
詳
細
な
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

播
磨
の
山
城 
播
磨
学
研
究
所
編
（
神
戸

新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

山
城
は
鎌
倉
時
代
か
ら
戦
国
時
代
に

か
け
、
険
し
い
地
形
を
利
用
し
造
ら
れ

た
城
の
一
種
。
本
書
は
利
神
城
や
三
木

城
な
ど
播
磨
地
方
に
あ
る
九
つ
を
現
地

調
査
や
資
料
に
基
づ
い
て
紹
介
し
て
お

り
、
山
城
が
歴
史
の
中
で
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。 

山
城
は
堀
や
石
垣
な
ど
の
遺
構
が

残
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
が
、
地
元
の

人
に
は
「
行
っ
て
も
何
も
な
い
よ
」
と

言
わ
れ
る
そ
う
だ
。
ぜ
ひ
本
書
を
読
ん

で
現
地
を
訪
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。 

小
泉
八
雲
―
日
本
の
霊
性
を
求
め
て 

別

冊
太
陽
日
本
の
こ
こ
ろ
三
〇
〇
（
平
凡

社
） 

小
泉
八
雲
こ
と
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・

ハ
ー
ン
は
、
松
江
、
熊
本
に
続
い
て
神

戸
に
暮
ら
し
、
英
字
新
聞
「
神
戸
ク
ロ

ニ
ク
ル
」
の
記
者
と
し
て
勤
務
し
て
い

た
。
居
留
地
の
西
洋
人
社
会
に
身
を
置

い
て
い
た
も
の
の
心
惹
か
れ
た
の
は
や

は
り
日
本
の
文
化
だ
っ
た
よ
う
で
、
本

書
に
は
能
福
寺
の
大
仏
（
兵
庫
大
仏
）

を
見
物
し
た
逸
話
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。 

図
版
が
豊
富
で
、
自
筆
の
絵
や
妻
の

小
泉
セ
ツ
に
宛
て
た
手
紙
な
ど
も
あ
り
、

八
雲
の
人
物
像
が
よ
く
分
か
る
。 

 

ス
パ
コ
ン
富
岳
の
挑
戦
―
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
な
き

日
本
の
戦
い
方 

松
岡
聡
（
文
藝
春
秋
） 

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に
あ
る
ス
ー

パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
「
富
岳
」
の
開
発

を
指
揮
し
た
著
者
が
、
自
分
史
を
交
え

つ
つ
開
発
秘
話
を
語
る
。
ア
ポ
ロ
11
号

の
中
継
を
見
た
少
年
時
代
や
、
パ
ソ
コ

ン
売
り
場
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
励
ん

だ
学
生
時
代
の
経
験
が
ス
パ
コ
ン
開
発

に
も
活
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

終
章
で
は
、
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
（
米
国
の
巨

大
Ｉ
Ｔ
企
業
四
社
の
総
称
）
ほ
ど
の
資

金
力
を
持
た
な
い
日
本
に
お
け
る
、
今

後
の
開
発
戦
略
も
見
据
え
て
い
る
。 

ボ
タ
ニ
カ 

朝
井
ま
か
て
（
祥
伝
社
） 

 
 

高
知
県
の
山
中
で
育
っ
た
牧
野
富
太

郎
は
、
幼
少
期
か
ら
植
物
に
触
れ
、
独

学
で
知
識
を
身
に
付
け
た
。
「
お
ま
ん

の
、
ま
こ
と
の
名
ぁ
を
知
り
た
い
」
と
、

日
本
人
の
手
で
日
本
の
植
物
相
（
フ
ロ

ラ
）
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
志
し
て

上
京
す
る
。
研
究
費
を
援
助
し
た
の
は

神
戸
の
資
産
家
・
池
長
孟
だ
。
池
長
が

牧
野
の
標
本
を
引
き
取
り
、
植
物
研
究

所
を
兵
庫
区
に
作
っ
た
こ
と
か
ら
、
神

戸
に
も
長
年
通
い
、
六
甲
山
や
布
引
で

植
物
採
集
を
行
っ
た
。 

借
金
や
学
会
と
の
軋
轢
に
苦
し
み
な

が
ら
も
、
一
途
に
植
物
と
向
き
合
い
、

新
種
の
発
見
、
植
物
図
鑑
の
刊
行
な
ど

多
く
の
功
績
を
残
し
た
日
本
植
物
学
の

父
・
牧
野
富
太
郎
の
人
生
を
描
く
長
編

小
説
。 

           

こ
あ
ざ 

あ
ざ 

そ
う
じ
つ 

お
お
あ
ざ 

り
か
ん 

は
じ
め 



―― 新しく入った本 ―― 

五十嵐 播水  いがらし・ばんすい 俳人・医師 

明治 32年(1899年) ～ 平成 12年(2000年） 

五十嵐播水（本名・久雄）は姫路に生まれ、「播水」という号は、少年

時代に遊び親しんだ市川（播州の川）に由来しています。姫路中学、三高

を経て、京都大学医学部へ進学。播水の俳句の道を開いたのは、人生に大

きな影響を与えた高浜虚子との出会いでした。大正9年、医学部一年生の

とき、有名な俳人の顔をみようと京大三高俳句会の虚子歓迎句会に出席し、 

以来、虚子に師事します。同年、京大三高俳句会の日野草城、鈴鹿野風呂

らが創刊した『京鹿子』に参加し仲間とともに句作に没頭していきました。  

昭和7年『ホトトギス』同人に、昭和9年から俳誌『九年母』の主宰となり

70年近くにわたり務めました。句風は温雅静謐と評され、虚子の唱えた花

鳥諷詠 を守り、101歳で長逝する直前まで句作を続けました。 

同時に医師としては、神戸市立中央市民病院長を務め、退職後は生田区(現中央区) 

加納町に内科を開業し、94歳まで診療にあたりました。 

我が道を貫く播水の生き方がうかがえる文があります。「議論のきらいな私は実

行をモットーとした。医者としてはもっぱら臨床に力を注ぎ、俳句は実作を主とし

て今日に至った。これが私のたどって来た人生行路で、私は今、私のたどった道を

顧みて別にそれを悔いてはいない。」「わが心の自叙伝」『神戸新聞』昭和41年12月22日より 

 

きょうかのこ 

くねんぼ 

＊ 

おんがせいひつ 

春
い
ち
ば
ん
―
賀
川
豊
彦
の
妻
ハ
ル
の
は

る
か
な
旅
路 

玉
岡
か
お
る
（
家
の
光
協

会
） 

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
・
文
学
賞
候
補
に

も
な
っ
た
神
戸
を
代
表
す
る
社
会
運
動

家
・
賀
川
豊
彦
の
妻
ハ
ル
の
一
生
を
、

史
実
だ
け
で
な
く
、
小
説
な
ら
で
は
の

心
理
描
写
を
交
え
て
追
う
。 

ハ
ル
は
横
須
賀
で
生
ま
れ
育
ち
、
父

が
キ
リ
ス
ト
教
書
物
の
印
刷
会
社
に
勤

務
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
自
然
と
キ
リ

ス
ト
教
に
親
し
み
を
持
っ
て
い
た
。
父

の
転
勤
で
神
戸
に
移
り
、
賀
川
と
知
り

合
い
、
さ
ら
に
信
仰
を
深
め
て
い
く
。

賀
川
と
共
に
社
会
運
動
を
進
め
て
い
く

中
、
市
川
房
江
や
平
塚
ら
い
て
う
達
と

知
り
合
い
、
女
性
の
立
場
に
た
っ
た
活

動
に
邁
進
す
る
こ
と
に
な
る
。 

 

           

も
ぐ
ら
草
子
―
古
今
東
西
文
学
雑
記 

鈴

木
創
士
（
現
代
思
潮
新
社
） 

『
神
戸
新
聞
』
に
連
載
さ
れ
た
コ
ラ

ム
を
ま
と
め
た
も
の
。
ラ
ン
ボ
ー
、
ア

ル
ト
ー
と
い
っ
た
フ
ラ
ン
ス
の
詩
人
や
、

芥
川
龍
之
介
、
稲
垣
足
穂
な
ど
、
著
者

の
愛
す
る
作
家
た
ち
の
作
品
と
人
生
が

綴
ら
れ
て
い
る
。 

独
創
性
の
あ
る
文
体
や
思
想
を
そ
な

え
、
読
み
手
の
風
景
を
一
変
さ
せ
る
ほ

ど
の
衝
撃
を
与
え
る
も
の
を
「
文
学
」

と
認
め
探
求
し
て
き
た
著
者
。
そ
の
コ

ラ
ム
は
、
難
解
で
あ
り
な
が
ら
知
識
欲

を
か
き
た
て
る
。
子
ど
も
時
代
の
遊
び

場
だ
っ
た
住
吉
の
ヘ
ル
マ
ン
屋
敷
、
ぶ

ら
つ
き
歩
い
た
神
戸
の
街
、
作
家
や
師

と
の
出
会
い
な
ど
、
記
憶
を
た
ど
っ
て

語
ら
れ
る
文
章
は
郷
愁
を
感
じ
さ
せ
る
。 

 

＝
そ
の
他
の
新
刊
＝ 

 

災
害
に
向
き
合
い
、
人
間
に
寄
り
添
う 

室
﨑
益
輝
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン

タ
ー
） 

宝
塚
温
泉
リ
ゾ
ー
ト
都
市
の
建
築
史 

川

島
智
生
（
関
西
学
院
大
学
出
版
会
） 

降
り
積
も
る
、
言
葉
が
見
え
る 

古
巻
和

芳
企
画
・
編
集
・
デ
ザ
イ
ン
（city 

gallery 2320

） 

 

                 

神戸  その26  
あんな人こんな人 

須磨区離宮町の自宅の庭を 

「雑草苑」と名付け、四季の移

ろいを眺めた。石蕗や銀杯草な

ど静かな草花を好んだという。 

参考：『虚子門に五十余年』（新樹社,1977）『一老医のあしあと』（永田書房,1986） 

肖像：『九年母』876号 五十嵐播水先生追悼号（平成12年8月号） 

＊花鳥諷詠－四季の変化による自然界や人間界の様々な現象を、ただ無心に、客観的にうたいあげること。 

 

句集『石蕗
つわぶき

の花』 

(創元社,1953) 



 

表六甲ドライブウェイ 昭和 30年 

(PHOTO PORT 神戸市フォトアーカイブより) 

 
ラ
ン
ダ
ム
・
ウ
ォ
ー
ク
・ 

イ
ン
・
コ
ウ
ベ
103 

 

表
六
甲
・
裏
六
甲
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ 

 

 

表
六
甲
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
と
裏
六
甲
ド

ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
は
、
六
甲
山
上
を
中
心
に

南
北
を
結
ん
で
い
ま
す
。
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ

イ
の
原
型
が
整
備
さ
れ
た
の
は
、
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
（
昭
和
六
年
）
や
ケ
ー
ブ
ル
（
昭

和
七
年
）
の
開
通
よ
り
も
前
の
こ
と
で
し

た
。
そ
の
あ
ゆ
み
を
追
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

兵
庫
県
は
、
大
正
十
四
年
か
ら
三
年
間

の
工
事
で
有
野
御
影
線
を
竣
工
し
ま
す
。

こ
の
道
は
有
馬
郡
有
野
村
上
唐
櫃
を
起
点

と
し
、
六
甲
山
上
を
経
て
武
庫
郡
御
影
町

に
至
る
道
で
す
。
古
く
か
ら
住
吉
越
道
と

し
て
あ
り
、
九
十
九
折
の
羊
腸
路
で
し
た
。

有
野
村
と
阪
神
地
方
を
結
ぶ
最
短
経
路
で

あ
る
た
め
、
六
甲
山
の
開
発
と
相
ま
っ
て

自
動
車
道
路
へ
の
拡
張
が
行
わ
れ
、
昭
和

三
年
に
北
側
の
裏
六
甲
、
翌
年
に
南
側
の

表
六
甲
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
が
開
通
し
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
、
表
六
甲
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ

イ
は
奥
村
千
吉
の
私
設
の
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ

イ
を
再
整
備
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
奥
村
は
大
阪
で
鋳
鋼
所
を
経
営
し

て
お
り
、
第
一
次
世
界
大
戦
で
財
を
成
し

た
人
物
で
す
。
利
益
の
一
部
で
六
甲
山
の

丁
字
ケ
辻
付
近
の
土
地
を
買
い
込
み
、
昭

和
二
年
、
開
発
の
た
め
に
阪
急
六
甲
駅
か

ら
山
上
ま
で
の
幅
四
～
五
メ
ー
ト
ル
の
ド

ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
を
完
成
さ
せ
、
そ
の
ま
ま

兵
庫
県
へ
寄
付
し
ま
し
た
。 

      

両
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
の
完
成
後
に
は
バ

ス
が
通
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
有
馬
か
ら

前
ヶ
辻
ま
で
は
有
宝
バ
ス
、
阪
急
六
甲
か

ら
山
上
ま
で
は
六
甲
バ
ス
が
走
り
、
そ
れ

ま
で
の
登
山
手
段
で
あ
っ
た
駕
籠
屋
は
姿

を
消
し
ま
し
た
。
ア
ク
セ
ス
が
向
上
し
ま

し
た
が
、
昭
和
十
三
年
の
阪
神
大
水
害
に

よ
り
道
路
は
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
す
。

一
部
は
復
旧
し
ま
し
た
が
、
戦
争
の
影
響

も
あ
り
、
修
復
す
る
こ
と
な
く
取
り
残
さ

れ
ま
し
た
。 

 

戦
後
、
昭
和
二
十
年
代
後
半
に
な
る
と
、

観
光
ブ
ー
ム
の
兆
し
が
み
え
、
神
戸
市
で

も
有
馬
温
泉
の
旅
館
業
者
を
中
心
に
、
官

民
一
体
で
六
甲
山
及
び
有
馬
温
泉
を
瀬
戸

内
海
国
立
公
園
の
一
部
に
編
入
し
よ
う
と

す
る
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。
六
甲
山
の
国

立
公
園
へ
の
指
定
が
有
力
と
な
る
と
、
観

光
施
設
と
と
も
に
交
通
網
の
整
備
が
急
が

れ
ま
し
た
が
、
道
路
建
設
に
は
財
政
面
の

課
題
が
立
ち
は
だ
か
り
ま
す
。
戦
前
の
旧

道
の
崩
壊
具
合
が
激
し
く
、
昭
和
十
三
年

の
水
害
後
に
造
ら
れ
た
砂
防
堰
堤
に
よ
り
、

旧
道
と
は
別
の
ル
ー
ト
に
変
更
す
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
費
用
が
膨
ら
み
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
市
内
道
路
の
修
繕
が
優
先
さ
れ
、

観
光
道
路
に
ま
で
費
用
を
捻
出
す
る
こ
と

は
困
難
で
し
た
。
検
討
の
結
果
、
有
料
道

路
に
す
る
方
針
が
決
ま
り
、
資
金
調
達
に

は
、
特
定
の
民
間
会
社
が
金
融
機
関
か
ら

借
り
た
資
金
を
市
に
転
貸
す
る
と
い
う
方

法
が
と
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
、
六
甲
山
の

開
発
は
阪
神
電
鉄
が
先
行
し
て
お
り
、
市

は
阪
急
電
鉄
に
声
を
か
け
ま
し
た
。
阪
急

社
内
で
は
戦
時
中
の
金
属
供
出
に
よ
り
姿

を
消
し
た
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
を
再
建
す
る
計

画
が
あ
り
、
神
戸
市
へ
の
融
資
の
是
非
が

問
わ
れ
た
よ
う
で
す
が
、
小
林
一
三
会
長

の
「
こ
れ
か
ら
は
自
動
車
の
時
代
だ
」
と

い
う
意
見
で
、
無
事
に
阪
急
の
協
力
を
得

ま
し
た
。
昭
和
二
十
九
年
の
市
会
で
有
料

道
路
案
件
が
可

決
さ
れ
る
と
、

昭
和
三
十
年
に

は
着
工
し
ま
し

た
。
当
時
は
、

工
事
の
調
査
・

測
量
・
設
計
等

は
市
の
職
員
が

直
接
行
っ
て
い
ま
し
た
。
現
場
研
修
と
い

う
名
目
で
新
規
採
用
の
職
員
に
一
か
月
間

測
量
を
担
当
さ
せ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド

も
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
過
程
を

経
て
、
昭
和
三
十
一
年
八
月
十
日
、
表
六

甲
有
料
道
路
は
開
通
式
を
迎
え
ま
し
た
。 

 

表
六
甲
有
料
道
路
が
開
通
し
、
六
甲
山

の
観
光
業
が
賑
わ
う
よ
う
に
な
る
と
、
有

馬
を
含
め
た
北
神
地
域
へ
の
道
路
新
設
計

画
が
浮
上
し
、
昭
和
三
十
四
年
に
は
ル
ー

ト
の
検
討
が
さ
れ
ま
し
た
。
第
一
次
計
画

は
先
に
建
設
が
始
ま
っ
て
い
た
芦
有
自
動

車
道
と
の
兼
ね
合
い
に
よ
り
、
実
現
し
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
山
上
か
ら
唐
櫃
に
至
る

市
道
有
野
六
甲
線
を
改
良
す
る
第
二
次
計

画
が
推
進
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
三
十
六
年

に
着
工
し
、
翌
年
に
は
裏
六
甲
有
料
道
路

が
完
成
し
ま
す
。 

平
成
十
四
年
六
月
か
ら
表
裏
両
ド
ラ
イ

ブ
ウ
ェ
イ
は
無
料
化
さ
れ
、
有
料
道
路
で

は
な
く
な
り
ま
し
た
。
表
六
甲
で
は
晴
れ

た
日
に
は
神
戸
の
街
が
見
渡
せ
、
夜
に
は

一
千
万
ド
ル
の
夜
景
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

緑
の
山
並
み
を
通
り
抜
け
る
裏
六
甲
は
森

林
浴
ド
ラ
イ
ブ
が
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、

今
な
お
観
光
道
路
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。 
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